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第２章 計画の内容

すべての子ども・若者と子ども・若者を取巻くすべての人と団体

（すべての子ども・若者と、子育て家庭、それに関わる保護者、地域住民等、学校等関係者、事業者

などすべての人と団体を対象とします。）

平成２２年度から平成２６年度までの５年間

子どもの健やかな育ちと若者の自立を社会全体で支えるまちなごやをめざします。

○ めざす子ども・若者の姿

他を思いやる心を持ち、社会性を身につけ、豊かな人間性と創造性を備えるとともに、自分の

行動に責任を持ち、他者と共生し社会の責任ある一員として自立できる子ども・若者

○ めざす子育て家庭の姿

保護者が子育てについての第一義的な責任を果たすことにより、子どもが安心して生活できる

家庭

○ めざす社会の姿

市、保護者、地域住民等、学校等関係者、事業者の社会全体で子ども・若者や子育て家庭を支

える社会

１ 対 象

２ 期 間

３ 基 本 理 念
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施策を進めるにあたっては、子どもの健やな育ちを最重視し、子どもに関わるいろいろな立場に

応じて、大人が次のような役割を果たすことが必要です。

（１） 保護者

子どもの養育及び発達に家庭が果たす役割を理解するとともに、その第一義的な責任を有

することを自覚し、子どもの健やかな育ちのために子どもにとっての最善の方法を考え、子

どもの年齢や発達に応じた養育に努める必要があります。

（２） 地域住民等

子どもの豊かな人間性が地域の人、自然、社会及び文化とのかかわりの中ではぐくまれる

ことを認識し、子どもの健やかな育ちを支援するよう努める必要があります。また、虐待な

どあらゆる暴力や犯罪から子どもを守るための安全で安心な地域づくりや子どもとともに地

域活動を進めるよう努める必要があります。

（３） 学校等関係者

子どもの年齢及び発達に応じ、子どもが主体的に学び、育つことができるよう必要な支援

に努める必要があります。また、虐待、体罰、いじめなどの解決に向けた関係機関との連携

や子どもが子どもの権利を理解し、自分の意見を表明することができるような支援に努める

必要があります。

（４） 事業者

子どもの健やかな育ちを支援するため、社会的影響力や責任を認識した事業活動を行うと

ともに、子ども・若者の社会的自立に向けた就労支援、人材育成、社会人教育を行うよう努

める必要があります。また、仕事と生活の調和の視点から、子どもを養育する従業員が仕事

と子育てを両立できるような職場の環境づくりに努めるとともに、仕事と子育てを両立でき

る働き方について、従業員の意識の向上を図り、子育て家庭支援の取組への参加又は協力を

促すよう努める必要があります。

（５） 市

子どもの権利を保障するため、国、他の地方公共団体及び関連機関と連携し、協働すると

ともに、子ども・若者に関する施策を実施します。また、保護者、地域住民等、学校等関係

者、事業者がそれぞれの役割を果たすことができるよう支援します。

４ 基本理念を実現するための大人の役割
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図２ 基本理念を実現するための大人の役割
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施策１ 虐待やいじめ等の防止と子どもの権利の保障

虐待やいじめがなく子どもの命が守られ、子ども一人一人が尊重されるなど子どもの権利が守ら

れるように、相談体制の充実や相談機関の連携強化を図るとともに、一人の人格を持った人間とし

て子どもが尊重されるよう施策を進めます。

≪施策の展開≫

○ 子どもの権利を守り生かすことへの支援

○ 子どもを虐待から守るための支援

○ 不登校・いじめ等の対策の推進

施策２ 子どもの育ちの支援

子どもが健康に育ち、豊かな人間性や社会性などを身につけ、自己肯定感をはぐくむことができ

るよう、家庭・地域・幼稚園・保育所や学校等がそれぞれ安全に安心して過ごせる居場所となり、

様々な体験ができるよう施策を進めます。また、子どもの育ちの支援にあたっては、将来の社会的

自立を念頭に置き、年齢に応じた支援を行えるよう配慮します。

さらに、ニートやひきこもりといった困難を抱えた若者への対応として、関連機関や地域などと

連携し、支援することができる体制づくりに努めます。

≪施策の展開≫

○ 子どもの健康支援

○ 豊かな人間性・創造性を備え、社会性を身につけるための支援

○ 若者の社会的自立への支援

○ 特に支援を要する子どもの支援

施策３ 子育て家庭の支援

保護者自身が子育てを楽しみ、子どもと十分に向き合い、子どもの育ちを支えていくことができ

るよう環境整備することにより、子育ての不安感・負担感と孤立感の軽減に努めます。

≪施策の展開≫

○ 安心して子どもを生み、親として成長することへの支援

○ 経済的負担の軽減

○ 社会全体での子育て支援

○ 子育てにやさしいまちづくり

５ 施 策
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施策４ 仕事と生活の調和

事業者や働く人の意識を変えていくために、市民や企業への働きかけを進めるとともに、保育サ

ービスの充実など仕事と子育ての両立支援を進めます。

≪施策の展開≫

○ 働き方の見直しに向けた取組みの推進

○ 多様な働き方に対応した保育サービスの提供

○ ひとり親家庭の自立支援

なごっち
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図３ 計画の全体像
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（１） 子ども・若者の視点に立った支援

子ども・子育て支援の施策を進めるにあたっては、社会や大人の立場から子育てしやすい環境

をつくるという視点にとどまることなく、子どもの育ちにとって何が最も重要かという視点を大

切にし、「安全に安心して生きる」「一人一人が尊重される」「豊かに育つ」「主体的に参加する」

という子ども条例に掲げる４つの子どもの権利が具現化されるよう努めます。また、若者の支援

施策を進めるにあたっても若者の自立にとって何が必要なのかという視点で取組んでいきます。

（２） 子ども・若者の社会参画の推進

子どもの頃から社会に参画し自分の意見が尊重される経験をすることは、自信と自己肯定感を

培い、社会に主体的に参加する能力を身につけ、社会の責任ある一員へと成長するために欠かせ

ないものであると考え、子ども・若者が当事者として参画できるよう努めるとともに、子ども・

若者の主体性を育む取組を進めていきます。

（３） 包括的でライフ・ステージ間の切れ目のない支援

様々な分野で発達段階に応じて実施されている多様な支援を、横断的・縦断的に連携させ、包

括的でライフ・ステージ間の切れ目のない支援ができるように努めます。また、特に支援を要す

る子どもや若者に対しては、継続的に支援していけるように努めます。

（４） 支援が行き届いていない子ども・若者や子育て家庭への支援

支援が十分に届いていない子ども・若者や子育て家庭の状況把握に努めるとともに、個々のニ

ーズに応じた支援に努めます。

（５） 支援の担い手の質的・量的確保

子ども・若者や子育て家庭に対する支援の充実を図るために、研修の充実、支援に関わる人材

の適正配置、必要な人数の確保など支援の担い手の質的・量的な確保に努めます。

（６） 仕事と生活の調和の推進

男女が家庭を築き、安心して子どもを生み育てていくためには、男性も含めた仕事と子育ての

両立が重要であると考え、仕事と生活の調和の推進に努めます。

６ 施策を進めるにあたっての留意点
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（１） なごや子ども・子育て支援協議会の意見の反映

条例第２３条の規定に基づき設置した市長の附属機関（学識経験者、保護者、地域住民等、

学校等関係者、事業者などで構成）において、計画の実施状況等を毎年度報告し、施策の実

施状況について客観的な評価を受けるとともに、子どもや子育てに関わるさまざまな立場か

らの意見を生かした施策の実施に努めます。

（２） 実施状況等の公表と市民の意見聴取

計画の実施状況等を毎年度公表し、子どもを含めた市民の意見を聴き、計画に反映させる

よう努めます。

（３） 社会状況の変化に応じた計画の見直し

社会状況の変化に応じ、必要がある場合には、計画の見直しを行います。

（４） 市民等への意識啓発の推進

子どもの権利と計画に掲載されている施策や大人の役割が正しく理解され、また、子ども

の健やかな育ちを社会全体で支える意識が高まるように、条例の広報など市民等への意識啓

発を進めます。

なごっち

７ 計画の推進
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施策１ 虐待やいじめ等の防止と子どもの権利の保障

○ 子どもの権利を守り生かすことへの支援

子どもの権利を守り、子どもの主体的な社会参加などを促す施策を進めます。

◆相談機関の連携強化

◆子どもの社会参画の支援

◆夢チャレンジ事業による生徒会活動の活性化

○ 子どもを虐待から守るための支援

子どもの虐待防止の啓発、虐待を社会全体で防ぐ体制の強化、虐待のあった子どもや家庭

への支援などの施策を進めます。

◇児童相談所などの機能強化

◇児童虐待防止の啓発

◆要保護児童対策地域協議会（なごやこどもサポート連絡協議会）の開催

◇地域における虐待防止の支援体制の強化

◇教員研修の充実と児童相談所などとの密接な連携

○ 不登校・いじめ等の対策の推進

不登校やいじめなど問題を抱えた子どもの相談、支援などの施策を進めます。

◆ひきこもり・不登校児童対策事業

◆いじめ・問題行動等防止対策事業などによるいじめ防止

◇スクールカウンセラーの配置

◆子ども適応相談センターにおける不登校児への支援

◆不登校対応支援講師

８ 重点的な事業

・現時点で計画に登載予定の事業です。

・◇は前期計画に登載している事業、◆は後期計画に新たに登載する予定の事業です。
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施策２ 子どもの育ちの支援

○ 子どもの健康支援

子どもの健康づくり、医療費負担の軽減、医療体制の充実などの施策を進めます。

◇乳幼児健康診査

◇新生児乳児等訪問指導

◇食育の推進

◇子ども医療費助成

◇小児慢性特定疾患治療研究事業

◇思春期保健事業

◇小児科救急医療体制の充実

◇成育医療の取組

◇思春期の精神保健相談

○ 豊かな人間性・創造性を備え、社会性を身につけるための支援

子どもの居場所づくり、学び・育ちの支援、さまざまな体験の推進、安全に過ごせる環境

整備などの施策を進めます。

◆名古屋市保育ガイドラインに基づく保育の実践

◇留守家庭児童健全育成事業

◆子どもを守る活動の充実

◇青少年育成活動への支援

◇交通安全に関する広報・啓発

◇青色回転灯車によるパトロール活動などの実施

◇小・中学校における少人数学級の実施

◇少人数指導の推進

◆基礎学習講座講師の配置

◇ふれあいフレンド事業の実施

◇ボランティア活動や職場体験活動などの推進

◇「いきいきなごやっ子づくり」事業

◇元気いっぱいなごやっ子の育成

◇部活動の推進

◇地域ジュニアスポーツクラブ育成事業の実施

◇子どもスポーツフェスタの開催

◇土曜日や長期休業中における体験活動などの推進

◇名古屋少年少女発明クラブの運営

◇トワイライトスクールの実施

◇放課後子どもプラン（仮称）の創設・推進

◇「わくわくキッズナビ」による情報提供

◇子ども会活動への支援

◆児童館における子どもの育成
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◇小中学生を対象とした「みんなで覚えよう応急手当」

◇なごや東山の森づくり

◇なごや西の森づくり

◇地域の身近な公園づくり

◇エコフレンドシップ事業などの推進

◇環境学習の推進

◇なごやエコキッズの推進

◇なごやエコスクールの推進

◇水辺の環境学習の推進

○ 若者の社会的自立への支援

若者が大人として自立できるような活動の支援やキャリア教育の推進などの施策を進めま

す。

◇青少年交流プラザにおける事業推進

◇キャリア教育の推進

◇若年者就労支援事業

○ 特に支援を要する子どもの支援

障害のある子ども、外国人の子どもなど特に支援を要する子どもの支援を進めます。

◇児童養護施設など入所児童のケアの充実

◆里親委託の推進・里親への支援の充実

◆ＤＶ被害者及び家族の支援

◇地域療育センターの増設

◇在宅サービスの充実

◇障害児の放課後支援

◇発達障害者支援センター運営事業

◆重症心身障害児（者）施設の整備

◇障害児保育

◇特別支援教育専門家チームの派遣

◇学校生活介助アシスタントの派遣

◆特別支援学級・重複学級の設置

◆発達障害に対する非常勤講師の配置

◆日本語指導講師の配置

◆母語学習協力員の配置
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施策３ 子育て家庭の支援

○ 安心して子どもを生み、親として成長することへの支援

安心して親になるための支援、妊婦支援や育児の不安等を解消し親として子育てを楽しむ

ことができるための支援などの施策を進めます。

◇不妊治療費助成事業

◇パパママ教室

◆妊婦健康診査

◇子育て総合相談窓口

◇あんしん子ども電話相談事業

◇食育実践支援

◇「親学」の展開

◆地域における母子保健の活動支援

◇幼児期家庭教育支援事業の実施

◇「家庭の日」普及促進事業の実施

◇ファミリースポーツの振興

○ 経済的負担の軽減

子育ての経済的負担を軽減するため、手当の給付や保育サービス等の費用の軽減などの施

策を進めます。

◇子育て家庭への手当の支給

◇保育料の多子軽減

◇保育料負担の軽減

◇就学援助

◇幼稚園授業料など保護者負担の軽減

◇高等学校入学準備金など保護者負担の軽減

○ 社会全体での子育て支援

地域や事業者などの立場に応じた子育て支援や幼稚園・保育所による支援などの施策を進

めます。

◇地域子育て支援ネットワーク事業

◇子ども・子育て支援センター（７５８キッズステーション）の運営

◇名古屋のびのび子育てサポート事業

◇なごやつどいの広場事業

◇児童館子育て支援事業

◇子どもはつらつ基金事業の実施

◇高齢者による子育て支援事業

◇赤ちゃん訪問事業

◇私立幼稚園預かり保育への補助
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◇私立幼稚園親と子の育ちの場支援事業への補助

◇市立幼稚園心の教育推進プランの実施

◇地域子育て支援センター事業

◇一時保育事業

◇病児・病後児デイケア事業

◇なごや未来っ子応援制度（ぴよか）

◇親学推進協力企業制度

◆子育てバウチャー制度

○ 子育てにやさしいまちづくり

子育てしやすい住宅に関する施策や子育て家庭が安心して外出できる施策を進めます。

◇多家族世帯向け住宅入居募集

◇多世代交流のための交流スペースの提供

◇市営住宅における子育て世帯向け住宅入居募集

◇定住促進住宅の子育て支援

◇中堅ファミリー向け住宅の提供

◆あんしん賃貸支援事業

◇公共交通機関等におけるバリアフリーの推進
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施策４ 仕事と生活の調和

○ 働き方の見直しに向けた取組みの推進

保護者が安心して、ゆとりを持って子育てできるように支え、子育て家庭の仕事と生活の調

和を推進する施策を進めます。

◇仕事と子育ての両立を可能にする職場環境づくりへの支援

◇仕事と生活の調和を推進するためのホームページの充実

◇男女平等参画の意識啓発

◇仕事と家庭の両立支援のセミナーなどの開催

◇子育て支援企業認定・表彰制度

○ 多様な働き方に対応した保育サービスの提供

仕事と子育てを両立できるよう多様な保育サービス施策を進めます。

◇保育所待機児童解消の取組み推進

◆公立保育所整備計画の推進

◇休日保育事業

◇延長保育事業

◇夜間保育事業

◇産休あけ・育休あけ保育所入所予約事業

○ ひとり親家庭の自立支援

ひとり親家庭等自立支援計画に基づき、ひとり親家庭が仕事と生活（子育て）のバランスが

とれた生活を送るための総合的な支援を進めます。

◇ひとり親家庭等に対する自立に向けた相談の実施

◇ひとり親家庭等自立支援事業（ジョイナス．ナゴヤの運営等）

◇児童扶養手当の支給

◇養育費相談の実施

◇ひとり親家庭等医療費助成





子どもに関する総合計画（素案）

なごや子ども条例キャラクター なごっち

名古屋市子ども青少年局


